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ターゲットは管理者のいない
スモールオフィス

「 BackOffice Small Business Server」

（以下SBS）は、マイクロソフト社による

スモールビジネスのためのサーバーソフトウ

ェア統合パッケージだ。同社からは、現状

でサーバー用のオペレーティングシステムと

してウィンドウズNTサーバーがあり、それ

を支援するサーバーソフトウェアが

BackOfficeファミリーというグルーピング

で提供されている。さらにBackOfficeファ

ミリー製品を1パッケージにまとめたものと

してBackOffice 2.5という製品が存在する。

SBSはBackOffice 2.5のコンポーネントや

機能を縮小したSOHO向けの製品だ。

狙う市場は、従来オフコンを使っていた

ような従業員数100人以下の企業だ。マイ

クロソフト社では、現行のウィンドウズNT

サーバーを使っているこうした企業の過半

数がSBSのユーザーに該当すると予想して

いるようだ。

SBSは単純に現行のBackOffice製品を

寄せ集めただけのパッケージではない。ネ

ットワーク構築のノウハウを持たないユー

ザーが、容易に大量のコンポーネントをま

とめてセットアップするための統合インス

トーラーや、ユーザーの登録、サーバーの

管理などを手軽に行えるウェブベースの管

理画面などが提供され、個別のツールを使

い分けることなくウィザードに従うだけで、

日常の運用を可能にする仕掛けが用意され

ている。

さらに、このパッケージ固有のモジュー

ルとして、FAXサーバー、モデムサーバー

が提供されるほか、クライアントの環境設

定用フロッピーを作るような機能も用意さ

れている。

マイクロソフト社では、この製品はITマ

ネージャーがきちんといる大企業の部門サ

ーバーではなく、スモールビジネスオフィス

に特化した製品として専任の管理者を置く

余裕のないような企業にすすめていこうと

しているようだ。

ただし、既存製品に比べて半額近いコス

トで入手できるのだから、ある程度の機能

制限を覚悟しなければならない。

まずウィンドウズNTサーバーはシングル

サーバー専用であり、他のドメインと信頼

関係を結ぶことはできない。また、クライ

アントの同時接続は5台から最大25台に制

限される。SQLサーバーはデータベースの

サイズも1Gバイトを超えられないといった

制約がある。

夫婦2人の家庭が、台所の半分以上を占領するような大型業務用冷蔵庫を購入する。ばかげた話だが、それと似たようなこ

とをしなければならなかったのが今までのサーバー用ソフトウェアだ。しかし、その解決策の1つが発表された。マイクロソ

フト社から来春までに発売が予定されているSBSは、セットアップや管理を極力簡易化して無駄な機能を省いた製品という

ことだ。米国ではベータテストがすでに開始されている。このSBSがどのようなニーズに応えるものなのかを検証してみる。

山田祥平

【レビュー】

BackOffice
Small BusinessServerの正体
スモールビジネスの救世主になりえるか？
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BackOffice2.5とBackOffice SBSとの違い

BackOffice 2.5 BackOffice Small Business Server
共通コンポーネント
Windows NT Server4.0 Windows NT Server 4.0
Internet Information Server Internet Information Server
Index Server Index Server
FrontPage 97 (FrontPage 97に代わるもの）
Proxy Server 1.0 Proxy Server 1.0
Exchange Server 5.0 Exchange Server 5.0
SQL Server 6.5 SQL Server 6.5
固有コンポーネント
SNA Server 3.0 Fax Server
System Management Server 1.2 Modem Sharing Server

Internet Connection Wizard
統合インストーラー
クライアント環境とソフトウェアのインストーラー
Webベース管理ツール
+ 5 クライアントアクセスライセンス

クライアントアクセス制限数
無制限 25クライアント
実売￥650,000 程度 実売￥300,000程度（予想）
（5クライアントアクセスライセンス込み）
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このSBSは今までLANを組みたくてもそ

れができなかったようなユーザーの救世主

になるのだろうか。日本語版の発売は来春

までに予定されているという。今回は先行

してテクニカルベータ版が配布された英語

版をもとに検証をすすめていこう。

多機能なコンポーネント、
簡単なセットアップ

SBSに含まれるコンポーネントは多岐に

わたる。BackOffice 2.5と比較すると、ハ

イエンド向けのコンポーネントの代わりに

SOHO向けのコンポーネントが付加された

ものとなっており、これだけで最低限必要

とされるものを満たすようなイントラネット

環境がその日にできあがるという、きわめ

てインスタントなソリューションだ。

今すぐ必要かどうかは別にして、いった

ん運用しはじめたサーバーにあとから別の

ソフトウェアを追加するような煩雑な作業

を回避するべく、典型的なイントラネット

ユーザーが典型的に必要とするであろうソ

フトウェアをオールインワンにしたというイ

メージだ。

これだけの量のコンポーネントがあるの

だから、何をどの順番でセットアップして

いけばいいのかは手慣れたITマネージャー

でもとまどうものだ。

SBSの統合インストーラーはこうした煩

雑な作業を簡略化し、サーバーのセットア

ップなど初めてというような経験の浅い管

理者にも容易にイントラネットを構築でき

るようにするものだ。

イントラネットは○、
インターネットは△？

SBSを導入した場合、ネットワークの構

成としては1台の「ドメインコントローラ」

を持ち、そこに数台から数十台のクライア

ントがぶらさがるNTドメインができる。

この結果、ファイルの共有、プリンター

の共有といった基本的なネットワーク運用

に加え、ProxyサーバーやFAXサーバー、

モデムシェアーを使った外部とのネットワ

ーク接続が可能になる。

また、イントラ部分に関してはExchange

を使ったグループコンピューティングが実現

され、情報の共有環境が完成する。

SBSを使って新規にシステムを構築する

のであれば、低価格でセットアップが容易、

なおかつすぐに使えるシステムを手に入れ

ることができる。これはユーザーにとってみ

れば願ってもいないことだ。

が、SBSは前述のとおりその機能が限定

されているためドメインの信頼関係が結べ

ない。そのため、従来からある程度のNT
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すべてのコンポーネントは2枚のCD-ROMに収録さ
れ、3枚のフロッピーディスクを使ってインストール
の作業を行う。これに際して担当者がしなければな
らないのは、ライセンスへの同意とCDキー、名前、
会社名の入力のみで、インストーラーが自動的に必
要事項の入力、さらにはインストールされているハー
ドウェアを検出してくれるので、あとは画面の指示
に従ってCD-ROMを入れ替えるだけだ。最後にクラ
イアントコンピュータを使用するユーザーの登録を行
うことを省けば、従来のBackOfficeとは比べものに
ならないほど簡略化されている。なお、インストール
に際しては推奨システムとして、64Mバイト以上の
メモリーを搭載しているかどうか、2Gバイト以上の
空き容量があるかどうかまでインストーラーがチェッ
クする。

「難しい設定は一切なし！」のセットアップ ユーザーの入力が必要なこと 自動化されていること

Exchangeサーバー5.0
電子メール、パブリックフォルダーを使ったコミュ
ニケーション機能を提供しグループウェアとして利
用する。インターネットとのゲートウェイもこなす
ので、メッセージングに関してはすべてこのソフト
だけで完結するはずだ。クライアントソフトウェア
としては、Outlook97を使う。ユーザー登録の際
に作られるフロッピーディスクによってセットアッ
プされたクライアントコンピュータには、自動的に
環境設定されたOutlook97がインストールされる。

FAXサーバー
ビジネスでは電子メールもさることながら、まだま
だFAXを利用する場面も多い。FAXサーバーは、
NTサーバーマシンに接続されたFAXモデムを各ク
ライアントが共有し、リモートコンピュータから効
率よくFAX送信を行える。これはSBSのコンポー
ネントの1つである「モデムシェアー」の機能によ
って実現されている。また、着信も可能で、各ク
ライアントがその内容を表示確認することができ
る。Exchangeサーバーとの連携も可能だ。

Proxyサーバー
セキュリティー確保というよりも、各クライアント
コンピュータからインターネットにアクセスするた
めに使用する。複数ユーザーのインターネットへの
同時アクセスや、参照したデータのキャッシングな
どそのメリットは大きいが、ダイアルアップ接続の
場合はその効果も低いであろう。将来的にインタ
ーネットに専用線接続するような状況が発生した
ときには、さらに役立つことになるだろう。

インターネットコネクションウィザード
いくつかのプロバイダーに限定し、マイクロソフト社
の提供する参照サーバーからオンラインサインアッ
プをウィザード形式で実現する。詳細はまだ決まっ
ていないようだが、非常に簡略化された形でプロバ
イダーと契約ができるようになるようだ。今回は英
語版であったために検証することができなかった。
日本で発売される場合には、ダイアルアップ接続
だけでなく、OCNやODNといった専用線接続に
対応できるようなものであってほしい。

リブート

3枚のフロッピーディスク
を使用し、セットアッププ
ログラムを起動

インストール先
ハードディスクの選択

自動ディスクフォーマット、
ハードディスクにセットアップ
に必要なファイルをコピー

クライアントユーザー
の登録など

ハードディスクより
セットアップ
プログラム起動

名前、組織名、
CDキーの入力

各コンポーネントの
自動セットアップ
（各種設定も自動化）

リブート

BackOffice SBSの主なコンポーネント
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ドメインによるシステム構築がなされてい

る場合には、その追加システムとしての役

割はまったく果たすことができない。また

SBSで一度システムを構築し、さらにNT

ドメインを追加したい場合も同様である。

この回避策としてアップグレードという方

法も考えられているようではある。

また別の視点から見ると、インターネッ

トが当たり前のこの時代に外からアクセス

されることはさほど考えられてはいない。た

とえば、ルーターを接続してOCNなどの専

用線を使ってインターネットにつなぎ、外

部からのアクセスを受けるような使い方を

しようと思ったとたんに、SBSのカンタン

運用の恩恵を受けていた管理者は途方にく

れることになるかもしれない。

さらに、環境は整っても、それをどう運

用し、コンテンツをどのように構成してい

くかを考えるのはユーザーにゆだねられる。

Exchangeサーバーを使えば簡単な電子会

議はたちどころにできるが、それをSQLサ

ーバーと組み合わせてダイナミックにデー

タを参照、更新するようなアプリケーショ

ンを構築するのは決して容易ではない。

従来のオフコンユーザーがお世辞にも能

力が高いとはいえないハードウェアに払っ

ていた高額な料金は、そのサポート料金に

充当するものだった。そういう意味では、

SBSはこれらのオフコンディーラーが、顧

客に対してコスト削減のためのソリューシ

ョンとして提供するような製品として考え

たほうがいいのかもしれない。

専門知識不要の管理ツール

サーバーは動き始めてしまえばほとんど

手間はかからないが、やはり最低限の管理

は必要だ。

たとえば、新しいユーザーを追加するよ

うな単純な作業でも、そのユーザーのホー

ムディレクトリーをどこにするか、どの共有

資源にアクセスする権限を与えるか、電子

メールのアカウントはどうするかといった設

定を加えなければならない。

SBSの管理ツールは、これらの煩雑な作

業をウェブベースで容易に行えるようにす

るものだ。表示されている管理項目をクリ

ックすればウィザードが起動し、必要な手

順を順番にこなしていくことができる。す

べてが対話的に行われるので個別のツール

を順に起動するといった手間もかからない。

また、オンラインガイドが充実している

のも大きな特徴だ。NTサーバーではそのマ

ニュアルは別売りで、しかも専門家にとっ

ては詳細情報が不足し、専門外の人間に

は難解であるというきわめて中途半端なも

のだけに、ネットワーク運用に不可欠な知

識をすべて1か所にまとめた統合ガイドをオ

ンラインで参照できるのはありがたい。

管理者のシステム管理経験が浅いのだか

ら、クライアントのマシンを使うユーザー

はもっと知識のないことが予想される。そ

んなユーザーのために、サーバーからしかる
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簡単に構築できる
イントラネット環境

クライアントにはウィンドウズ95が想定さ
れているが、ウィンドウズNTワークステー
ションでもかまわない。各ユーザーは自分の
アカウントでドメインにログオンし、適切な
権限で各共有資源にアクセスできる。情報
の共有は、ExchangeサーバーやIISを使っ
たウェブベースのもので運用していくが、コ
ンテンツは自前で用意しなければならない。

ダイアルアップだけの
インターネット環境

単なるモデム共有による外部への接続がサ
ポートされるだけであり、ダイアルアップル
ーターを使ったオンデマンドなインターネッ
ト接続や、OCNなどの専用線利用にはそれ
なりのスキルが必要になる。ISDNがさほど
普及していない米国においてはこれで十分
かもしれないが、日本ではこの部分に改良
をほどこしてもらいたい。

ウィンドウズNTワークステーション ウィンドウズ95 ウィンドウズ95 ウィンドウズ95

プリンター FAX

インターネット

モデムシェア

FAX サーバー
Exchange サーバー

Proxy サーバー

BackOffice Small Business Server

B

A

A

B
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べきアプリケーションをセットアップし、マ

シンをドメインにログオンするように設定す

るためのフロッピーディスクを作成する機

能は、パニックに陥ったエンドユーザーか

らの問い合わせから日常業務もままならな

い管理者としての顔を持つ兼任ユーザーを

解放するだろう。

とはいうものの、いったんSBSが想定し

ていない環境を作ろうと思ったら最後、土

台となっているのが正真正銘のウィンドウ

ズNTサーバーだけに、深い知識が必要にな

る。それだけに、エンドユーザーが店頭で購

入してその日から運用を始めるためのパッ

ケージにはなりきれていないように感じる。

日本事情を考慮した
ローカライズに期待

今回は英語テクニカルベータ版をもとに

そのファーストインプレッションとしてSBS

の実体を検証してみたが、まだまだ早期ベ

ータの段階であり、仕様はこれからかなり

変わっていくものと思われる。米国と日本

のインターネット事情も異なることから、

日本語版の仕様もさらに変わるだろう。

SBSの土台となっているコンポーネント

はすでにあるものばかりなので、それをどの

ように組み合わせていくかという提案と形

態がすべてである。それが中途半端になっ

てしまってはこの製品のアイデンティティ

ーがなくなってしまう。マイクロソフト社が

今までのサーバーソフトウェアパッケージで

なく、「ソリューション」としての戦略的製

品を発表したことは興味深くとらえている。

今後このあたりを中心に、日本語版の最終

仕様が決定し次第、続報をお伝えすること

にしたい。
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管理ツール1：管理メニューから仕事を選ぶ
ユーザーの追加や削除、メールの管理、ディスク管理など日常システム管理

者が行うことはウェブベースで統一された管理ツールのもとに行うことが可能

である。これによって、管理者はどの管理ツールを起動するかに迷うことな

く各種設定と登録ができる。

管理ツール2：ユーザーを管理する
例えばユーザー登録はウィザード形式で行われる。管理者は必要なことを順

に入力していくだけで、ユーザー登録だけでなくクライアントコンピュータの

セットアップ用フロッピーディスクの作成や、メールのセットアップも行うこ

とができる。

管理ツール3：オンラインガイドを読む
システム管理で戸惑った場合、マニュアルをひも解くのは面倒な作業である。

オンラインマニュアルが充実していれば、それだけシステム管理者の負荷も軽

減されるだろう。SBSのオンラインガイドでは、マニュアル＋設定ウィザー

ドといった形をとっている。このため心許ない管理者も、安心して設定を行

えるようになっている。欲を言えば、さらに詳細なガイドを載せるべきだろう。
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